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研究成果の概要（和文）：　本研究はロシア長期モニタリング調査（Russian Longitudinal Monitoring 
Survey, RLMS）のデータ分析とロシア連邦統計局内部資料である州間人口移動マトリックスの分析，さらにミク
ロヒストリーを基盤としてロシアにおける人口動態決定要因の研究を進めた．ジェンダー論・労働経済学・資産
分析・数理人口学という4 分野からのアプローチを採り，それらを統合することでロシアにおける出生規定要因
の総合的理解を試みた．
　所得の効果やジェンダー規範の堅牢さ，更に住宅環境や高齢者介護負担などが出生・死亡・地域間移動に与え
ている影響を抽出した．

研究成果の概要（英文）：　The study was based on the analysis of data from the Russian Longitudinal 
Monitoring Survey (RLMS) and the interstate population movement matrices from the internal data of 
the Federal Statistical Service of Russia, as well as microhistories of the demographic determinants
 in Russia. By adopting and integrating approaches from four fields - gender theory, labour 
economics, asset analysis and mathematical demography - we attempted to gain a comprehensive 
understanding of the determinants of births, deaths and migration in Russia.
　The effects of income, robustness of gender norms, housing conditions and the burden of caring for
 the elderly on fertility, mortality and inter-regional migration were extracted.

研究分野： Demography, Area Studies, Russian Economy
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究はロシアにおける出生の規程要因を，これまで個別に進められてきた各分野での研究の体系化により総合
的な理解を可能とすることを推し進めた．社会的分業という点でロシアは疑いなく，日本に先行した経験を有し
ている．だが家庭内分業という側面では依然として日本とロシアとは対比可能な水準にあるものと推測される．
従って我が国はロシアの経験から，社会的分業を急速に進める事で生じる問題点，そして社会分業を実現したも
のの強い家族内規範が残ることによる帰結，を検討する事が可能であろう．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
経済体制の移行が始まった1990 年代初頭から21 世紀に至る旧社会主義諸国において，出生

率の低下は焦眉の課題であり続けている．1990 年における当該諸国の合計特殊出生率（Total 

Fertility Rate, TFR）は概ね西部欧州諸国のそれを上回っていたが，その後急速に低下を続け

2000 年には多くの当該諸国が1.5 を下回る低い出生率を示した．ロシア連邦は言うまでもなく

そうした国々の中の1 つである．1989 年のロシアのTFR は2.01 という値を示していたが体制

転換の開始から急激な低下を見せ，1999 年・2000 年にはTFR が1.20 を下回る迄に至ったので

ある（Rosstat, 2009）． 

出生率の低下が先進諸国に広く見られる現象であることは多言を要さない．だがロシアにお

けるそれは，先進諸国を遥かに凌駕する速度で進展したことが顕著な特徴であり，ロシアは

1992 年，平時において人口の自然減少を見せる世界最初の国家となった．この背景については

直感的に，GDP の急激な低下に伴う所得の減少に起因する家計の育児コスト負担能力の低下・

将来に対する不安等の要因の影響があるとされる．また旧ソ連圏は80％以上という高い再生産

年齢女性就業率で知られていたが，就業率がさして低下しないままかつて原則的に無料であっ

た保育園／幼稚園等の社会的な子育て支援施設が有料化されたこと・企業の管理下にあった幼

稚園等の閉鎖が相次いだこと等も指摘される（Avdeev and Monnier, 1995; DaVanzo and 

Grammich, 2001）．とはいえ人口動態の検討には比較的長期のデータがなければ分析自体の意

義が限定されてしまうため，欧米諸国の少子化分析と比較してその研究の歩みは遅々としたも

のであった． 

ミクロデータが蓄積された2000 年以降，ようやくロシアでも個人レベルの意志決定に関わる

研究が広く見られるようになった．とはいえロシアの家計データ分析は労働市場・貧困分布等

に関する研究が主流であり，出生要因の分析としては僅かなものが挙げられ得るに過ぎない

（Kohler and Kohler, 2002; Roshina and Boikov, 2005; Grogan, 2006）．かつそれらは，変

数の選択がアドホックになされる・極めて短い期間のデータに依拠した不安定な結果が得られ

る・複数の研究の間で違いに対立する結論を得る，といった状況に陥っている．ロシア本国で

はVishnevskii (2006)やAntonov (2008)ら優れた研究があるものの，記述的・歴史的な検討が

中心であり，ミクロデータによる分析が主流となっている国際的状況とは異にする環境にあ

る．1991 年から2001年までの急速な出生率低下に続き2001 年以降2009 年までの持続的な出生

率の上昇という特異な現象が生じているにも関わらず，その決定要因の分析は依然として停滞

したままである．とりわけ，家庭内分業・資産の保有状況・育児条件といった家計調査データ

による分析が不可欠であるような要因が出生動態に与える影響の検討は極めて遅れていると言

わざるを得なかったのである． 

 
 
２．研究の目的 
 

出生に影響を与えると想定される要因が多々あることは自明である．だがその多くはミクロ

データに依拠することなく検討を加えることは困難なものである．日本をも凌駕する速度で出

生率の低下が進行したロシアの経験から学ぶべく，本研究は上述のロシアにおける出生研究の

現状を踏まえ，ロシアの家計／個人レベルでのミクロデータを用いた総合的な出生要因分析を

行う．ただしその接近法は次の諸点で先行研究と決定的な違いがある．第1 に，アドホックな



変数の選択を行わず，欧米諸国・日本における出生研究の実績を踏まえた理論的・実証的妥当

性のある要因の分析に集中する（Kohler, Billari and Ortega, 2006; Philipov and 

Dorbritz, 2003; 大淵, 1988; 白波瀬，2006; 高山・斎藤，2006）．欧米諸国・日本の出生研

究が既にミクロデータを基礎としていることは当然であるが，そこから得られた知見をロシア

の分析に適用する．特異な動態を見せるロシアの出生動向を分析する上で，本研究はその用い

るデータ・手法とも先駆的なものとなることが確実であり，国際的に高く評価される可能性は

極めて高い．第2 に，家庭内分業と育児環境・労働市場環境・資産分布状況という各側面にお

いて，本研究チームはこれまでそれぞれ独自に研究を進めてきたが，その過程でマクロ及びミ

クロレベルの様々なデータベースを獲得してきた．これらを活用し，かつ各々の得意としてき

た側面の分析を統合することで，全く新たな実証分析を実行することが出来る．家計・個人レ

ベルのデータを用いたロシア経済分析においてプロジェクト型で実施する研究は本邦初のもの

である．ロシアの出生分析では人口政策と人口学的要因さらに経済学的要因とが，それぞれ個

別に論じられる傾向が非常に強く，各種要因の相互関係が検討されないまま現在に至っている

（DaVanzo, 1996; Kharikova and Andreev, 2000; Rosstat, 2009）．その意味で欧米・日本に

おける出生研究の状況から大きく後れを取っていたと言わねばならない．それら多様な要因の

影響をそれぞれ識別し得るモデルに依拠した分析を行うことにより，ミクロ計量分析に基づく

ロシアの出生規程要因を厳密に抽出することが本研究の目的であった． 

 

 

３．研究の方法 
 

本プロジェクトはロシアの家計調査データRLMS・国際社会科学プログラムISSPの個票データ

を利用しロシアの人口動態規程要因を抽出・特定することが課題であった．その進行は下記の

段階を踏んだ．即ち，(1)機関・研究グループ単位での利用を可能とした契約によるRLMS個票そ

の他データの獲得；(2)文献調査を中心とする人口動態規定要因の再精査；(3)データの作業用

クリーニング；(4)試論的モデルの設定と分析；(5)マクロ・セミマクロデータとの整合性のチ

ェック；(6)社会学的調査によるデータの補強；(7)分析モデルの再構築と再度の分析；(8)成果

のとりまとめと公表，という8段階であり，結果の獲得までには(4)～(6)の段階を繰り返すが，

必要に応じ(3)のデータクリーニングに立ち戻る事にもなった． 

 (1)のデータ利用契約は，裁可が下るまで数ヶ月を要したものの，研究補助者の助力の下，

過去の経験に基づき研究代表者所属機関・データ管理機関との間での手続きを行った．研究補

助者は英語検定一級の資格を有し総合商社での10有余年の勤務経験を持つ帰国子女であり，本

プロジェクト全体の研究補助者として尽力頂いた．実際の分析に立ち入るに先立ち，各研究分

担者は(2)の文献調査によりロシアの人口動態に影響を与えることが推測される要因の再検討・

再抽出を，各担当／専門分野に沿って行った．(3)データのクリーニングは研究協力者の助力を

得て行った．  

 (4)(5)の分析・データ整合性のチェック，は個々の研究代表者・研究分担者がそれぞれの

分野について，互いの協力の下で進めていく作業であった．長期的動態との比較やマクロ統計

との比較については，過去或いは現在進行中の研究の中間生産物として獲得又は作成してきた

ロシア長期人口統計系列・ロシア連邦保健省内部動態統計，CIS諸国家計調査個票・ロシア地域

経済統計データベース等を利用した．その進展を受けて，海外共同研究者であるロシア連邦統

計局人口統計課・課長代理等の助力を頂き，ロシア連邦統計局・ロシア保健省等でのヒアリン



グを実施し現地の認識の把握を行うと共に，連邦機関が有する内部データの更なる獲得に努め

た． 

更に(6)の社会学的調査は，大規模データ分析の結果を補完するものであった．研究代表者達

と長年の交流を有する前出の海外共同研究者等と共に，社会学的調査の経験を持つ研究代表者

と五十嵐・堀江が中心に行った．  

そしてプロジェクトの完了段階が(7)(8)の，最終的な分析への整備・統合と，成果物の公表

とであった．研究成果は日本語・英語・ロシア語で作成し，我が国及び海外への積極的な発信

を行った． 

 

 

４．研究成果 

 

 本プロジェクト各分野の結果を統合し，ロシアにおける人口動態規定要因の総合的検討を

完了させた．また，過年度に実施したミクロヒストリー分析の結果によって本体としての大規

模ミクロデータ計量分析の論点を補完し，主たる分析結果の説得力を強調することにも成功し

たものと考える． 

 成果は既に多くの刊行物の形をとっているが，更に可能な限り国際学術誌への投稿を実施

している．また，日本比較経済体制学会・英国スラブ東欧研究学会・日本ロシア東欧学会等で

の成果の公表を行った．多数の招待講演においても成果報告を実現した．それらを通じて得ら

れたコメントや改善への示唆等を参照し，一連の成果を再検討の上でプロジェクト集約物とし

ての単行本出版を企画している段階である．代表者の編著書としての成果公開も実現出来た．

更に邦文・英文の専門図書や啓蒙書の出版を目指す次第である． 

 成果物は別記の通り多数あるが，特記すべきものとしては（1）Gendering Post-Soviet 

Space: Demography, Labor Market and Values in Empirical Research（Karabchuk, T, K. 

Kumo, K. Gatskova, E. Skoglund），Springer Nature 2021年2月；（2）『アジア長期経済統計 

10 ロシア』（久保庭眞彰, 雲和広, 志田仁完）東洋経済新報社 2020年7月； （3）Russian 

Economic Development over Three Centuries: New Data and Inferences（Masaaki Kuboniwa, 

Yasushi Nakamura, Kazuhiro Kumo, Yoshisada Shida），Palgrave Macmillan, London, UK 2020

年3月，がある．これらが当該分野における礎石となることを確信している． 
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